
 



早稲渋最新傾向 大問３対策 ⑫ 
 

問 1 下線部の発音が他と異なるものをア～オの中から一つ選び、記号で答えなさい。 

 

ア animal   イ hand  ウ language  エ father  オ apple 

 

問 2 第一アクセント(第一強勢)の位置が他と異なるものをア～オの中から一つ選び、記号で答えな

さい。 

 

ア relation  イ discovery  ウ believe  エ together  オ volunteer 

 

 

問 3 次の(1)、(2)を日本語の意味になるように[     ]内の語(句)を並べ替えなさい。 

   解答欄には、[     ]内で、2番目、４番目、６番目になる語(句)を記号で答えなさい。ただし、

文頭に来る文字も小文字にしてあります。 

 

(1) 全ての車が雪で覆われた。 

 [ ア covered / イ cars / ウ all / エ were / オ snow / カ with / キ the/ ク of ] . 

 

All of the cars were covered with snow. →ク、イ、ア 

 

(2) 彼らがここでした何をしたか教えてくれませんか。 

 [ ア tell イ what ウ did エ me オ could カ you キ they ク here ] ? 

 

Could you tell me what they did here? →カ、エ、キ 

 

問 4 次の英文の空所に入る英語を一語ずつ答えなさい。ただし、与えられた文字から始めること。 

 

(1) A ( bedroom ) is a space where you relax and sleep. 

 

(2) Can I ( borrow ) your dictionary for a week? I’ll give you back next week. 

 

 

 

 

 



問 5 次の英文を読んで、(１)～(４)内に入る最も適切な語(句)をア～オの中から一つずつ選び、記号

で答えなさい。【A】は 5語以内、【B】は 5語~10語で書きましょう。 

 

One day, the Fox thought of a plan to make fun of the *Stork. He was always laughing the 

Stork’s long *bill. 

"Could you come to my house to 【 A 】?" he said to the Stork with smiling to himself at 

the trick （１）going to play. The Stork gladly accepted the invitation and arrived in good time. 

He was very hungry then. 

For dinner, the Fox served soup. But it was set out in a very shallow dish. And all the Stork 

could do was to wet the very tip of his bill. While he could get a drop of soup, the Fox drank it 

easily. The Stork was （２）enjoy the show. 

The hungry Stork was not pleased at the trick, but he was a calm. He thought that it was 

not good to get（３）.  

Instead, soon after that, he invited the Fox to have dinner with him in turn. The Fox arrived 

（４）time. The Stork served a fish dinner that had a very wonderful smell. But it was served in 

a tall pot with a very narrow neck. The Stork could easily get at the food with his long bill, but 

all the Fox could do was to sniff at the delicious smell. When the Fox lost his temper, the Stork 

said calmly, “Why don’t 【 B 】?” 

*Stork=コウノトリ *bill=くちばし 

 

(１) ア which he was  イ who he was ウ what to be エ how to be  オ  when to be 

 

( 2 )   ア as disappoint as the Fox イ very disappointing so the Fox could 

ウ so disappointed that the Fox could  エ too disappointing to オ disappointed enough the Fox 

 

( 3 )   ア happy イ anger ウ happily エ angrily オ angry 

 

( 4 )   ア at イ on ウ of エ with オ for 

 

【A】   have dinner with me today                                                

《得点のポイント》    内容→一緒にディナーを食べるという内容が書かれているか              

文法→不定詞 to の後は動詞の原形  

【B】  you eat the delicious fish / we eat the delicious fish                                                     

《得点のポイント》    内容→魚の料理を食べたらどうか、または一緒に食べよう、と皮肉をこめて言っている           

文法→”Why don’t you ~ ?”「～したらどうですか」又は”Why don’t we ~?”「～しませんか」の形で書かれているか                                                                                          
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ࡇ
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࡚
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࡟
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ࡴ
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ࡇ
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ࡇ
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問
三 
空
欄
ղ
࡟
入
ࡿ
語
ࢆ
䣍
ࡇ
ࢀ
ࡼ
ࡾ
前
ࡢ
本
文
中
࠿
ࡽ
書
ࡁ
抜
け
䣎 

  
䣗
重
く     
䣘 

  問
四 
傍
線
ճ
ࢆ
隠
喩
࡛
表
現
ࡋ
ࡓ
部
ศ
ࢆ
本
文
中
࠿
ࡽ
五
字
௨
内
࡛
書
ࡁ
抜
け
䣎 

  
䣗
頭
ࡢ
雪    
䣘 
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■
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

  

い
ま
で
も
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
奥
地
に
残
っ
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
原
始
的
な
農
業
は
掘
り

棒
と
い
う
道
具
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
掘
り
棒
と
は
、要
す
る
に
、固
い
木
で
作
ら

れ
先
端
を
と
が
ら
せ
た
一
本
の
棒
の
こ
と
だ
。
す
こ
し
進
歩
し
た
も
の
で
は
、
握
り
や
す
い
よ
う
に

と
っ
て
を
つ
け
た
り
、
先
端
に
と
が
っ
た
動
物
の
角
や
骨
を
さ
し
こ
ん
だ
り
し
て
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
ヴ

ェ
ル
と
に
よ
る
と
、掘
り
棒
は
べ
つ
に
農
耕
民
が
発
明
し
た
わ
け
で
は
な
く
、狩
猟
採
集
時
代
か
ら
あ

っ
た
の
で
、野
生
の
イ
モ
を
掘
っ
た
り
、動
物
を
狩
っ
た
り
、
あ
る
い
は
人
間
ど
う
し
の
戦
い
に
武
器
と

し
て
使
っ
た
の
だ
と
い
う
。 

          

問 

こ
の
文
章
を
四
〇
～
五
〇
字
で
要
約
し
な
さ
い
。 

              

【
出
典
】 

『
食
糧
問
題
と
き
み
た
ち
』
吉
田
武
彦 

 

【
解
答
例
】 

も
っ
と
も
原
始
的
な
農
業
は
、固
い
木
の
先
端
を
と
が
ら
せ
た
掘
り
棒
と
い
う
道
具
で
お
こ
な
わ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。（
４
８
字
） 

  
【
採
点
基
準
】 

⚫
 

も
っ
と
も
原
始
的
な
農
業
は
、掘
り
棒
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

⚫
 

掘
り
棒
は
、固
い
木
で
つ
く
ら
れ
、
先
端
を
と
が
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。 

         

     

     

     

     

     

     

     

     

50 40 
   


